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特別な卒業式 

校長 倉見 淳 

 ３月９日（土）、本校体育館にて第７７回の卒業式を執り行うことができました。この日は雪

が降る寒い日でしたが、式場はとても温かい雰囲気に包まれ、心に残る特別な卒業式となりまし

た。一番の要因は、式に参加していただいた皆様からの卒業生を祝う気持ちが会場中に満たされ

ていたためです。 

 例年の卒業式の会場は、卒業生・在校生・職員・保護者・ご来賓の参加者と、とも旗やモザイ

クアート等の掲示で卒業をお祝いします。ところが今年の卒業式は、いつもに加え体育館に避難

されている方々や卒業生の参加、有志の方々で作られた寄せ書きや飾り、横断幕の掲示などもあ

り、いつも以上に豪華な卒業式になりました。また、卒業式の実施に関わり、事前に避難されて

いる方々からは快くご協力を得ることができました。学校とすれば出来すぎなくらいの状況と

なりました。これも、皆様の卒業生を一緒に祝っていただけるお気持ちをいただけたからです。

本当にありがたく感謝申し上げます。 

 式中の式辞では、卒業生に２つの願いを伝えました。どちらも大地震以来本当に多くの方々と

接する機会がありました。その中で強く感じたことです。 

「恩送り」の考えで、困っている人に恩を受け渡せる人に 

私たちは地震発生からとても多くの方々から支援をもらっています。「恩送り」の「恩返し」

との違いは、恩の行き先です。恩送りは決まった人に恩を送る考えではないので、人から人へと

優しさが広がっていくことが期待できます。私たちは受けた数々の恩を忘れず、次に困った人が

あるときに恩送りができる人になろうと話しました。 

この地域の再生に関われる人材に 

この地震で、非常時に見せてくれる子供や若者の行動が大人に元気を与えてくれることや、将

来への希望を持たせてくれることを実感しました。地震後初めて小木中に来たとき、小木中では

何人もの小・中・高校生、若者たちが大人と一緒に活動する姿を見て、「若者が頑張っているの

に大人がしょげていられない。」そんな気持ちにしてくれました。また、「この若者たちがいれば

何とかなる。」という将来への希望も持つことができました。卒業生の皆さんにも地域を再生す

る人材になってほしいという話をしました。 

 いつもとは違う卒業式。特別な卒業式。でも、ご来賓からもお褒めの言葉をいただくほどの、

たくさんの人の心がこもった温かい卒業式となったことがよかったです。最後に、改めまして卒

業生の皆さん、保護者の皆様、おめでとうございました。 

 



 

  

 

 3 月 9 日（土）本校第 77 回卒業証書授与式が挙行されました。卒業した 10 名の皆さん、

保護者の皆様、おめでとうございます。 

思えば、卒業生は、コロナ禍まっただ中に入学し、色々なことを制限された中学校生活でし

た。しかし、3 年生になってからは、制限が解除され、部活動や体験活動、とも旗製作と祭り

への参加、体育祭や文化祭などコロナ禍前の学校生活に近い 1 年間を送ることができていまし

た。無事に 1 年間を終えると思われた矢先、令和

6 年能登半島地震での被災、避難所と併設される形

での学校再開、新たな制約の中で最後の 3 学期を

迎えました。その状況の中、受検に向けた学習など

をがんばり、逆境を乗り越えて卒業の日を迎えまし

た。 

 当日は、避難所の皆様や運営スタッフ、その他

色々な方のご理解とご協力をいただき、本校体育館

で卒業式を迎えることができました。避難されてい

る方にも式に参加していただき、一緒に卒業生の門

出を祝うことができました。また、高瀬地区の皆様

のご協力で卒業生が作成したとも旗や避難所の方か

らのあたたかいメッセージも飾ることができまし

た。おかげさまで、心あたたまる素敵な式を挙げる

ことができました。ご協力いただいた皆様、ありが

とうございました。心からの感謝を申し上げます。 

 卒業生の皆さん、この震

災を経験して、人とのつながりや優しさをたくさん感じることができ

たのではないかと思います。新しいステージでも、精いっぱいがん

ばってください。そして、いつか「恩送り」のできる素敵な大人に

成長していってくれることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 3 月 8 日（金）に能登町内の中学校で、英語検定準２級

以上に合格した生徒が優良合格者として能登町教育長賞を

贈呈されました。本校では、３年生の瀧   さんが表彰さ

れました。校長室において、眞智 富子能登町教育長から直

接表彰状をいただきました。昨年の山城さんに続き、2 年連

続の受賞です。 

能登町では、中学校 3 年間で英検 3 級以上の取得を目指

しています。1・2 年生も、どんどん挑戦して 3 級やそれ以上の級をめざしていってほしいと思

います。 

 

 

 

 

 3 月 8 日（金）に、１・２年生が企画・準備をし

た卒業生との「お別れ会」が開かれました。 

まず、１・２年生が放課後の時間などを利用して制

作した卒業生へのメッセージを動画にまとめたもの

を全校で鑑賞しました。  

その後、卒業生一人ひとりに、在校生から言葉や色

紙のプレゼントが贈られました。卒業生からは、在校

生に向けて、代表の古谷さんから「小木中の伝統を引

き継いで、最後の１年間を頑張ってほしい」という思いのこもったメッセージが贈られました。

また、石川さんから校長先生や先生方へ向けた感謝状の贈呈がありました。短い時間でしたが、

卒業生･在校生ともにいい思い出づくりができたようです。 



  

 

 ３月１１日から、ようやく簡易給食が始まりました。それまでの間、

炊き出しボランティアをいただいた「熊本支援チーム」「北陸チャリ

ティーレストラン」の皆様、本当にありがとうございました。熊本

支援チームの最後の日には、３年生に手作りの「受検合格祈願クッ

キー」もいただきました。ありがとうございました。 

 また、栃木県にお住まいの校長先生の大学時代の同級生の方から、

生徒・職員に「とちあいか」というイチゴとお菓子の差し入れもいた

だきました。甘くて大きくてとってもおいしいイチゴでした。ごちそう

さまでした。 

 

 

３  月 行   事 ４月 行  事 

19 日（火） 

21 日（木） 

22 日（金） 

25 日（月） 

26 日（火） 

27 日（水） 

28 日（木） 

29 日（金） 

生徒会役員選挙 

防災集会 

大掃除・終業式 

補充学習（8:20～） 

補充学習（8:20～） 

補充学習（8:20～） 

離任式（8:30～） 

補充学習（8:20～） 

5 日（金） 

8 日（月） 

9 日（火） 

12 日（金） 

17 日（水） 

18 日（木） 

19 日（金） 

21 日（日） 

22 日（月） 

新任式・始業式・入学式 

給食開始・生徒会委員会 

身体計測 

第 1 回ＰＴＡ役員会 

県基礎学力調査・町学力調査 

学力学習状況調査・町学力調査 

部活動発足会 

授業参観・ＰＴＡ総会 

振替休業日 

 

３月と４月当初の行事予定 

 

 

 

＜たくさんの応援を頂いています＞ 

・千葉県流山市立南部中学校【文房具】 

・宮城県石巻市立鹿妻小学校 

【メッセージ、義援金など】 

・茨城県筑西市立下館南中学校２年５組 

【メッセージ・お菓子など】 

・熊本県熊本市立桜木中学校 

【メッセージ】 

その他にもたくさんのご支援をいただ

きました。ありがとうございます。 

新年度は、4 月 5 日（金）から始まります。通常通り登校して下さい。 

午前中は、新任式・始業式・入学式準備  午後から入学式になります。 

給食ができないため、お弁当の準備をお願いいたします。 

 


